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当社持分法適用会社である豪州 CBH Resources Limitedの合併に関するお知らせ 

 
 本日付で、当社が２５.５％出資する CBH Resources Limited（連結持分法適用会社、
以下ＣＢＨ社という。）が、Perilya Limited（豪州、以下Ｐｅｒｉｌｙａ社という。）によ
る買収合併に合意いたしましたので下記の通りお知らせいたします。 
 

記 
 
・両社の合意内容は、Ｐｅｒｉｌｙａ社がＣＢＨ株３株につきＰｅｒｉｌｙａ株１株を交

付し、かつＣＢＨ株２０株につき行使価格２豪ドル／株のオプションを交付するという

もので、ＣＢＨ社の転換社債に関しては、既存の条件を引き継ぐ形でＰｅｒｉｌｙａ社

より新たな転換社債が発行される予定となっております。 
 
・合併新会社の年間亜鉛生産量は、ＣＢＨ社単独（メタル換算約５万トン）に比べ飛躍的

に増加し、今後同約２２万トンを超えるものとなり、世界的にも上位に位置することと

なります。また、両社はＢｒｏｋｅｎ Ｈｉｌｌ鉱山において事業が重複しており、設

備の共有・効率化を通じて、多大な事業上のシナジーを見込んでおります。 
 
・本合併は、ＣＢＨ社にとって事業上・財務上のメリットが多く見込まれるものであり、

当社はＣＢＨ社の筆頭株主として支持を表明するとともに、今後とも戦略的関係を維持

し、新会社の株式を継続的に保有していく意向です。合併後の当社持株比率は１５％を

やや上回り、引き続き持分法適用会社となる見込みであります。また、新会社との関係

をより強固なものとすべく、当社より役員の派遣（１名）も予定しております。 
 
・本合併に伴う当社の業績への影響については、現在のところ具体的金額は不明でありま

すが、今後の当社の資源確保に大いに寄与するものと期待されます。 
 
※１．合併当事者の概要 
①ＣＢＨ社（本社 シドニー） 
時価総額 約２.９億豪ドル（３月１９日現在） 
生 産 量 亜鉛分５２千トン、鉛分２６千トン、銀１７トン（２００７年６月期） 
②Ｐｅｒｉｌｙａ社（本社 パース） 
時価総額 約２.０億豪ドル（３月１９日現在） 
生 産 量 亜鉛分９２千トン、鉛分６０千トン（２００７年６月期） 

 
２．合併日程 
未定（両社とも４月中の総会で承認予定） 

 
なお、午後４時より当本社会議室（４階）において本件に関する説明会を開催いたします。 
 

以 上 


